
　　　　

2025 年 3 月 1 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・夏祭り、餅つき、クリスマス会等季節に応じた行事を行います。

（別添資料１）

家族支援
・家庭や学校での様子の聞き取りや困りごとの聞き取りを行います。
・連絡帳や送迎時に事業所での気づきや気になる行動など情報共有を行いま
す。

移行支援
・学校やこども園などへの情報共有・提供を行います。
・移行支援会議への参加を行います。

地域支援・地域連携
・関係する他事業所や相談支援事業所に日常の様子を伝えるなど情報共有を密
に行います。
・自立支援協議会へ参加し連携を図ります。

職員の質の向上
・外部講師による研修
・アーカイブによる職員能力研修
・権利擁護・虐待防止研修

支　援　内　容

・毎日の健康管理（検温や体調チェック）と必要な対応を行い小さなサインから心身の異変に気付けるようきめ細かな観察を行います。
・手洗いやうがいで清潔を保ち、着替えや排泄など生活に必要なことを丁寧に指導し習慣化出来るよう支援します。
・安心して過ごせるよう時間や活動など特性に応じた方法で分かりやすく提供します。

・体操やダンス、外遊びなど身体を使う遊びを提供します。
・視覚や感覚、触覚を刺激するようなゲームやクイズを提供します。
・感覚過敏なお子様に配慮した環境設定を行います。

本
人
支
援

・ブロックなど立体の構造物を使った創作活動で認知機能の発達を支援します。
・色や形、音など認知や行動の手掛かりになるような概念の形成を図ります。
・様々な場面における適切な行動をスモールステップで経験できるように支援します。

・具体的な物や体験と言葉の意味を結び付けながら、自発的な発声や発語を促す支援をします。
・自分の意思伝達が出来るように、その子に合った方法や手段を見つけられるよう、そしてその部分を伸ばしていくことが出来るよう支援します。
・特性に応じた読み書き能力が向上するように支援します。

・対人関係において基本となる関わり方や接し方を学ぶためにごっこ遊びやお店屋さんなどを行いながら個別の課題を解決できるように支援します。
・一人遊びから並行遊び、連合遊びなど職員が介入しながら安心できる環境設定を行い、集団の中でどこにつまづきの原因があるのか明確化出来るよう支援します。

支援方針
ご利用してくださる子供たちが将来自立した日常生活を送ることが出来るよう、一人ひとりの特性に合わせて支援します。
また家庭や学校等との連携を密に行い、子供たちが安心できる空間づくりを目指します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
　　ご利用くださる皆様に喜びと感動と満足を与え続け幸福な毎日をめざす
　　働きがいのある職場づくりと社員の幸福をめざす
　　社会に貢献できる会社を創る

事業所名
みんなで笑顔「木のおうち」
児童発達支援・放課後等デイサービス

作成日支援プログラム

感動・幸福・貢献


